
「本格的な受験シーズン」 

 今日、明日の二日間、「大学入学共通テスト」が行われる。国公立大学の「一次

試験」にあたるもので、共通テストの結果で合否判定をする私立大学も多数あり、

例年、私立大学の志願者も多く受験する。高校３年生の志願率は４５％で、志願者

数は前年比３.４％減の５１万人あまり。対象となる生徒の減少ばかりでなく、今年

は私立大学志願者が受験を回避する「共通テスト離れ」を起こしているという。 

また、かつてＡＯや推薦入試といわれた総合型選抜・学校推薦型の入試は、私立

大だけでなく、国公立大でも増加しており、いまや大学の入学定員全体のうちおよ

そ半数は「推薦組」といわれている。大学入試といえば、筆記試験というイメージ

だが、総合型選抜・学校推薦型入試では、志望理由書や面接・小論文などで決まる

ところも多い。今までとはかなり違う。 

 大学入試はさておき、高校入試も本格化してくる。都内私立高校の推薦入試は、

多くの高校で１月２２日から。さらに都立高校の推薦入試は１月２６日に迫ってい

る。都立高校の一般入試までは１か月ほど先だが、体調には十分に注意してほしい。

とくに、試験直前に新型コロナウイルス感染症を罹ってしまうと、受験自体できな

くなってしまう。そうならないためにも日々の感染対策をしっかりと。 

 今日は、推薦入試を受ける生徒に、面接練習を行った。「開かれた学校づくり協

議会」の方に協力をしていただき、実際の面接試験に近い形で練習した。学年の教

員が行うのと異なり、地域やＰＴＡの方が面接官になると、生徒の緊張感はかなり

高くなる。ほとんどの生徒が志望の理由や中学校生活で頑張ったこと、高校に入っ

てから何をしたいのか、予想されるような質問には自分の考えをしっかり述べてい

た。暗記したものを答えるのではなく、自分の言葉にして表現できるように、そし

て、その中で出てくるフレーズについては、質問されても対応できるようにしてお

こう。また、自己ＰＲを、時間を決めて行わせる高校もあるだろう。今までの自分

自身を振り返って、アピールポイントを押さえておこう。 

                       １月１４日 校長 鈴木 幸雄 

 

◆問題  正の整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。Ａ×４５＋Ｂ×１６+Ｃ×４を計算し

たところ、ちょうど３００になりました。正の整数Ａ、Ｂ、Ｃにあてはまる整数の

組は何組考えられますか。 


